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逗
子
海
岸
か
ら
鎌
倉
へ
向

か
う
国
道
１
３
４
号
線
沿

い
、
美
し
い
逗
子
湾
を
眺
め

る
よ
う
に
「
浪
子
不
動
」
高

養
寺
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　
寺
伝
に
よ
る
と
、
海
上
の

安
全
を
願
っ
て
弘
法
大
師
が

開
山
、
岩
窟
内
に
２
尺
余
の

不
動
明
王
を
安
置
し
た
の
が

寺
（
不
動
堂
）
の
起
こ
り
で

あ
る
と
説
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
寺
の
左
わ
き
に
は
今
も

小
さ
な
滝
が
流
れ
、通
称「
白

滝
不
動
」
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
本
尊
不
動
明
王
は
近
年
修

復
さ
れ
彩
色
が
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
岩
座
に
立
ち
、
右
手

に
剣
、
左
手
に
羂け

ん
さ
く索

を
持
ち

睨
み
を
き
か
せ
て
い
ま
す
。

伽が

ら羅
、
制せ

い
た
か
多
迦
の
二
童
子
も

配
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
時
代
、
文
豪
徳と

く
と
み冨

蘆ろ

か花
（
１
８
６
８
〜
１
９
２

７
）
の
小
説
「
不ほ

と
と
ぎ
す

如
帰
」
の

逗
子
白し

ら
た
き
さ
ん

滝
山
高こ

う

よ

う

じ

養
寺
・
不
動
明
王
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（134)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

建
的
な
社
会
制
度
の
下
で
苦

し
む
女
性
に
対
す
る
同
情
心

と
、
因
習
的
な
も
の
に
た
い

す
る
蘆
花
の
反
発
心
も
感
ず

る
作
品
で
す
。

　
近
世
、
無
住
と
な
っ
た
寺

に
、
画
家
の
黒く

ろ
ず
み住

章し
ょ
う
ど
う

堂
は

出
家
し
当
寺
に
入
っ
て
復
興

を
志
し
、
高
橋
是
清
、
犬
養

毅
の
援
助
を
受
け
て
本
堂
を

建
立
。
寺
名
を
後
援
二
者
の

一
字
を
と
っ
て
高
養
寺
と
改

め
ま
し
た
。
景
勝
地
逗
子
な

ら
で
は
の
、
時
の
人
と
縁
を

結
ぶ
不
動
明
王
は
今
も
私
た

舞
台
と
な
っ
た
逗
子
。
ヒ
ロ

イ
ン
片
岡
浪
子
に
あ
や
か

り
、い
つ
し
か
「
浪
子
不
動
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
日
清
戦
争
時
代
、
封

ち
を
静
か
に
見
守
っ
て
下
さ

い
ま
す
。

　
毎
月
28
日
に
は
護
摩
が
焚

か
れ
お
参
り
で
き
ま
す
。

　
木
造
、
玉
眼
。
像
高
46
・

１
㎝
、
江
戸
時
代
。

光
背
は
火
焔
光

で
不
動
を
包
む

よ
う
に
あ
り
、

火
炎
は
無
明
か

ら
く
る
衆
生
の

煩
悩
を
焼
き
尽

く
し
、
諸
々
の

魔
障
を
粉
砕
し

守
護
し
ま
す
。

像
の
左
右
に
矜こ

ん

　
鎌
倉
市
と
大
韓
民
国

安あ
ん
ど
ん東
市
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
テ
ィ
提
携
10
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
安
東
市
か
ら

安
東
鎌
倉
友
好
交
流
会
の
尹

ユ
ン
・

炳ビ
ョ
ン

鎮ジ
ン

会
長
ら
15
人
が
７
月

18
日
か
ら
21
日
ま
で
鎌
倉
を

訪
れ
た
。
18
日
の
夜
、
藤
沢

市
内
の
ホ
テ
ル
で
鎌
倉
安
東

友
好
交
流
会
（
兵
藤
芳
朗
会

長
）
と
の
歓
迎
交
流
会
が
行

　
先
日
、
外
国
に
住

ん
で
い
て
一
時
帰
国

し
た
知
人
か
ら
「
鎌

倉
に
あ
る
石
碑
っ
て

１
０
０
年
以
上
前
か

ら
存
在
し
て
い
る
の
に
、
よ

く
知
ら
な
い
。
何
と
か
し
た

い
」
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま

し
た
▼
約
80
カ
所
の
石
碑
の

資
料
を
お
渡
し
し
た
と
こ

ろ
「
こ
の
石
碑
を
現
在
建
て

る
と
な
っ
た
ら
総
額
で
２
億

円
は
必
要
に
な
る
。
こ
れ
だ

け
の
先
人
た
ち
の
想
い
を
未

来
に
繋
げ
な
い
の
は
恥
で
あ

る
」
と
情
熱
的
に
語
ら
れ
ま

し
た
▼
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い

る
文
字
は
大
人
に
も
少
し
難

解
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
80

基
以
上
も
現
存
し
て
い
る
石

碑
は
鎌
倉
市
民
の
方
々
な
ら

ば
目
に
し
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
▼
先
人
た
ち
が
伝

え
残
し
た
か
っ
た
鎌
倉
の
歴

史
に
触
れ
る
機
会
が
、
石
碑

と
な
っ
て
街
中
の
至
る
所
に

存
在
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
探

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
Ｎ
）

　
▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
ぼ
ん
ぼ

り
祭
　
７
〜
９
日
。
７
日
15

時
、
夏
越
祭
。
８
日
17
時
、

立
秋
祭
。
９
日
10
時
、
実
朝

祭
。

　
▼
黒
地
蔵
縁
日
　
10
日
０

時
〜
正
午
、
参
拝
条
件
は
HP

で
確
認
。
覚
園
寺
。（
ペ
ー

ジ
下
に
ご
案
内
）

　
▼
四
万
六
千
日
詣
り
10
日

４
〜
８
時
読
経
。
長
谷
寺
。

　
▼
鎌
倉
宮
例
祭
　
19
〜
21

日
。
20
日
例
大
祭
。

　
▼
片
瀬
諏
訪
神
社
例
大
祭

23
〜
28
日
。
27
日
例
大
祭
当

日
。

　
▼
江
の
島
灯
籠
　
31
日
ま

で
。
18
時
〜
江
の
島
島
内
各

所
。
荒
天
中
止
。

7月

鎌
倉
市
・
安
東
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
提
携
10
周
年

安
東
か
ら
15
人
が
来
鎌
し
市
民
交
流

▲
鎌
倉
・
安
東
友
好
交
流
会
の
歓
迎
会
（
７
月
18
日
）

▶
手
作
り
の
菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

わ
れ
、
松
尾
崇
鎌
倉
市
長
や

駐
横
浜
大
韓
民
国
総
領
事
・

金キ
ム
・
オ
ク玉

彩チ
ェ

さ
ん
ら
が
来
賓
と

し
て
出
席
し
た
＝
写
真
。

　
安
東
市
は
人
口
が
鎌
倉
と

同
じ
約
17
万
人
、
世
界
文

化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。
両
国
の
交
流
団
体
が
10

年
以
上
前
か
ら
、
鎌
倉
の
面

掛
行
列
と
安
東
の
伝
統
仮
面

劇
の
相
互
交
流
、
相
互
訪

問
、
文
化
交
流
な
ど

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

２
０
１
３
年
７
月
23

日
に
鎌
倉
市
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
提
携

し
た
。

　
兵
藤
会
長
は
、「
日

韓
関
係
が
厳
し
い
状
況
に

あ
っ
て
も
、
両
会
の
絆
を
大

事
に
守
っ
て
き
た
。
今
後
も

両
国
の
友
好
親
善
に
協
力
し

て
い
き
た
い
」
と
歓
迎
の
挨

拶
を
す
る
と
、尹
会
長
は「
コ

ロ
ナ
で
数
年
こ
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
こ
れ
か
ら
益
々
友
好

を
深
め
、
両
国
が
互
い
に
仲

良
く
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
関
係

を
願
っ
て
い
る
」と
述
べ
た
。

　
松
尾
市
長
、
金
総
領
事
も

挨
拶
で
市
民
交
流
の
大
切
さ

を
強
調
し
た
。
訪
問
団
の
元

市
議
や
ア
ニ
メ
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、
大
学
教
授
、
僧
侶
、

食
の
研
究
家
ら
が
訪
日
の
喜

び
を
語
り
、
手
作
り
の
菓
子

７
件
（
７
校
）
で
採
用
さ
れ

た
。
今
年
度
も
す
で
に
８
件

（
７
校
）
で
行
わ
れ
、
７
月

11
日
は
小
坂
小
学
校
の
５
年

生
１
１
９
人
が
総
合
学
習
で

「
食
×
伝
統
舞
踊
で
運
動
会

の
表
現
を
作
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
に
民
族
舞
踊
を
体
験
。

　
運
動
会
で
例
年
踊
っ
て
い

る
「
ソ
ー
ラ
ン
節
」
に
、
同

校
の
学
習
で
田
植
え
を
行
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
「
は
ね
こ

踊
り
」
を
加
え
、
ソ
ー
ラ
ン

節
で
は
大
漁
の
喜
び
、
は
ね

こ
踊
り
で
は
豊
作
の

喜
び
を
表
現
し
よ
う

と
い
う
も
の
。

　
５
年
生
担
任
の
佐

藤
信
平
教
諭
が
保
存

会
の
人
か
ら
は
ね
こ

踊
り
を
習
い
、
指
導

に
あ
た
る
一
方
、
こ

の
日
は
日
本
民
族
舞

踊
団
・
舞ま

ゆ遊
の
会
の

黛
圭
さ
ん
と
小
山
羊

子
さ
ん
が
、
踊
り
の
授
業
を

行
っ
た
。
黛
さ
ん
は
、「
ソ
ー

ラ
ン
節
は
海
の
魚
の
よ
う
に

元
気
よ
く
踊
り
、
は
ね
こ
踊

り
は
田
ん
ぼ
の
踊
り
で
米
が

豊
作
で
う
れ
し
い
か
ら
『
は

ね
る
』踊
り
」と
説
明
し
、「
伝

統
舞
踊
は
誰
で
も
踊
れ
る
」

「
土
を
耕
し
た
り
、
苗
を
植

え
た
り
と
、
ふ
り
に
は
意
味

が
あ
る
」
と
話
し
た
。
そ
し

て
「
ひ
と
り
一
人
の
ち
が
い

を
大
切
に
し
、
踊
り
を
成
功

さ
せ
よ
う
と
い
う
一
つ
の
目

標
に
向
か
っ
て
み
ん
な
が
一

つ
に
な
る
こ
と
が
大
切
」
と

勇
気
づ
け
た
。

　
児
童
ら
は
音
楽
に
合
わ
せ

て
苗
を
植
え
る
ふ
り
な
ど
を

繰
り
返
し
練
習
。「
難
し
い
」

と
い
う
感
想
も
多
か
っ
た

が
、「
で
き
る
か
わ
か
ら
な

い
け
ど
、
い
っ
し
ょ
け
ん
め

い
が
ん
ば
り
ま
す
」「
民
族

舞
踊
は
楽
し
く
て
や
っ
て
み

た
く
な
っ
た
」
と
前
向
き
な

意
見
が
あ
が
っ
た
。

　
運
動
会
は
９
月
30
日
。
今

後
の
展
開
は
子
ど
も
た
ち
が

先
生
方
と
決
め
て
い
く
と
い

う
。

み
、鎌
倉
で
は
、江
ノ
電
「
ス

ラ
ム
ダ
ン
ク
踏
切
」
や
鶴
岡

八
幡
宮
の
蓮
池
な
ど
を
巡

り
、
帰
途
に
着
い
た
。

　「
鎌
倉
ス
ク
ー
ル
コ
ラ
ボ

フ
ァ
ン
ド
」
を
活
用
し
た
取

り
組
み
が
、
２
０
２
１
年
度

か
ら
鎌
倉
市
立
小
中
学
校
で

行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
ふ
る
さ

と
納
税
の
仕
組
み
を
活
用
し

た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
で
集
め
た
寄
付
金
を
活
用

し
、
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と

連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
で
学
習
を
実
践
す
る
も

の
。
２
０
２
１
年
度
は
２
件

（
２
校
）、
２
０
２
２
年
度
は

運
動
会
で
食
×
伝
統
舞
踊

ス
ク
ー
ル
コ
ラ
ボ
フ
ァ
ン
ド
の
活
用
で

を
配
っ
た
り
み
や

げ
を
交
換
し
た
り

な
ご
や
か
に
交
流

し
た
。

　
一
行
は
鎌
倉
の

交
流
会
の
案
内

で
、
箱
根
で
温
泉

や
海
賊
船
を
楽
し


